
【
対
象
】 

東
日
本
大
震
災
後
に
山
形
県
内
に
転
入

さ
れ
た
ご
家
族
／
福
島
県
内
に
お
住
い
の
ご
家
族

【
定
員
】 

1
0
0
名（
お
申
込
み
順
）

【
教
材
費
】 

大
人
1
名
に
つ
き
5
0
0
円（
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
保
険
料
も
含
み
ま
す
）／
高
校
生
以
下
無
料

【
持
ち
物
】 
彫
刻
刀
や
切
り
出
し
ナ
イ
フ
な
ど
木

を
彫
る
道
具（
お
持
ち
で
あ
れ
ば
）、マ
イ
カ
ッ
プ
、

マ
イ
箸
、家
族
全
員
が
座
れ
る
サ
イ
ズ
の
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
、水
筒
、お
手
拭
き
タ
オ
ル
、雨
具
。

【
ド
レ
ス
コ
ー
ド
】 

縞（
し
ま
）や
ボ
ー
ダ
ー
柄
の
服

や
帽
子
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
お
子
さ
ま
の
い
る
ご
家
族
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
、大

人
の
方
だ
け
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※「
ふ
く
し
ま
し
ま
」会
場
の
村
山
市
農
村
文
化
保
存
伝
承

館
は
蕎
麦
打
ち
体
験
施
設
で
す
。蕎
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持

ち
の
方
は
、誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、参
加
を
お
控

え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
で
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

参
加
方
法

お
申
込
み
は
メ
ー
ル
に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

メ
ー
ル
の
件
名
を「
ふ
く
し
ま
し
ま
申
込
」と

し
、本
文
に
左
記
の
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
2
0
1
4
年
10
月
28
日﹇
火
﹈ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①【
参
加
人
数
・
続
柄
・
年
齢
】（
記
入
例
↓
4
名
、

本
人
30
代
、夫
30
代
、長
男
8
歳
、長
女
5
歳
）

②【
代
表
者
氏
名
】 （
フ
リ
ガ
ナ
含
）

③【
現
在
お
住
い
の
ご
住
所
】

④【
ご
連
絡
先
】
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
携
帯
電
話

⑤【
交
通
手
段
】 

自
家
用
車
・
無
料
送
迎
バ
ス

利
用（
い
ず
れ
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

お
申
込
み
方
法

山
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※
乗
車
定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、定
員
に
な
り

次
第
、締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

期
間
中
、
J
R
福
島
駅
西
口
か
ら
無
料
バ
ス
を
運

行
い
た
し
ま
す

【
運
行
日
】 

2
0
1
4
年
11
月
2
日﹇
日
﹈（
往
復
）

【
定
員
】 

45
名（
お
申
込
み
順
）

【
往
路
】 8

:0
0 

福
島
駅
西
口
発
↓（
東
北
道「
古
関

P
A
」で
ト
イ
レ
休
憩
）↓10

:0
0 

村
山
市
農
村
文

化
保
存
伝
承
館
着

【
復
路
】 16

:0
0

 

村
山
市
農
村
文
化
保
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伝
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館

発
↓（
東
北
道「
古
関
P
A
」で
ト
イ
レ
休
憩
）↓

18
:0

0
 

福
島
駅
西
口
着

※
往
復
バ
ス
を
ご
希
望
の
方
は
、お
申
込
み
時
に
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

無
料
バ
ス

BUS ENTRY

APPLICATION

ACCESS

〔
主
催
〕 

東
北
芸
術
工
科
大
学

※

京
都
造
形
芸
術
大
学
と
の
復
興
支
援
連
携
事
業

〈
こ
ど
も
芸
術
の
家
〉プ
ロ
グ
ラ
ム

〔
協
力
〕 

ミ
ロ
コ
マ
チ
コ
、坂
本
大
三
郎
、手
づ
く
り

パ
ンN

O
U

K
A

、村
山
市
農
村
文
化
保
存
伝
承
館
、

L
IF

E
K

U

、山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
、福
興
会
議

〔
助
成
〕 

株
式
会
社
三
越
伊
勢
丹
、公
益
財
団
法
人

日
本
文
化
藝
術
財
団

〔
企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
〕 

宮
本
武
典

※

交
通
・
施
設
に
関
す
る
お
問
合
せ
の
み
。

※

会
場
に
は
無
料
駐
車
場
約
1
2
0
台
が
ご
ざ
い

ま
す
。
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川
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山
形
県
村
山
市 

農
村
文
化
保
存
伝
承
館

1
0

:0
0

↓1
6

:0
0

2
0
1
4

日

月

年

日

11

2

ふ
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ま
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参
加
フ
ァ
ミ
リ
ー
申
込
受
付
中

食×

ア
ー
ト
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク坂

本
大
三
郎

ミ
ロ
コ
マ
チ
コ

山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場

手
づ
く
り
パ
ンN

O
U

K
A

農
村
文
化
伝
承
の
家
・
そ
ば
匠



秋
の
山
形
で
、食
×
ア
ー
ト
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト「
ふ
く
し
ま
し
ま
」

を
開
催
し
ま
す
。畑
で
里
芋
を
掘
っ
て
、み
ん
な
で
山
形
名
物
・
芋
煮
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。焚
き
火
を
囲
ん
で
、シ
ナ
モ
ン
を
効
か
せ
た
焼
き
リ

ン
ゴ
と
コ
ー
ヒ
ー
な
ん
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
ら
、午
後
は
親
子
で
楽
し
む
ア
ー
ト
の
時
間
で
す
。東
日
本
大
震
災
の

あ
と
、ぐ
っ
と
距
離
が
ち
か
く
な
っ
た
福
島
と
山
形
。「
ふ
く
し
ま
し
ま
」

で
、子
ど
も
た
ち
の
目
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
特
別
な
休
日
を
、み
ん
な
で
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。「
美
味
し
い
！ 

き
れ
い
！ 

楽
し
い
！
」が
ぎ
っ
し
り
詰

ま
っ
た
1
日
、ふ
く
し
ま
し
ま
。ア
ー
ト
は
心
の
た
べ
も
の
で
す
。

開
場
・
受
付
開
始

は
じ
ま
り
の
挨
拶

1
9
7
5
年
千
葉
県
生
ま
れ
。
30
歳
の

と
き
に
山
伏
文
化
と
出
会
い
、以
来
、

東
北
の
山
を
拠
点
に「
も
の
つ
く
り
」や

「
芸
」を
テ
ー
マ
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
生

活
の
知
恵
や
芸
術
・
芸
能
の
研
究
実
践

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。著
作
に『
山
伏
と

僕
』（
リ
ト
ル
モ
ア
）、『
山
伏
ノ
ー
ト
』（
技

術
評
論
社
）が
あ
る
。
2
0
1
2
年
よ

り
山
形
県
大
蔵
村
肘
折
温
泉
と
西
川

町
志
津
温
泉
に
そ
れ
ぞ
れ
居
を
構
え

る
。山
形
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
4
出

品
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

山
伏
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

村
山
市
碁
点
に
あ
る
自
家
製
酵
母
の

手
づ
く
り
パ
ン
屋N

O
U

K
A

が
、出
張

カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
。飲
む
人
が
自
分

で
焙
煎
や
ド
リ
ッ
プ
に
挑
戦
で
き
る

コ
ー
ヒ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、地
元

の
果
物
を
使
っ
た
ジ
ャ
ム
づ
く
り
を

お
こ
な
い
ま
す
。

最
上
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
、美
味
し
い

そ
ば
処
が
点
在
す
る
そ
ば
街
道
・
村
山
。

ふ
く
し
ま
し
ま
の
会
場
と
な
る
農
村

文
化
保
存
伝
承
館
は
、本
格
的
な
そ
ば

打
ち
を
体
験
で
き
る
そ
ば
道
場
な
の

で
す
。家
族
で
コ
ネ
コ
ネ
つ
る
り
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！

1
9
8
1
年
大
阪
府
生
ま
れ
。展
覧
会

を
全
国
各
地
で
精
力
的
に
お
こ
な
い
、

伸
び
や
か
な
作
風
で
、動
物
や
植
物
を

生
き
生
き
と
描
き
、注
目
を
集
め
る
。

2
0
1
2
年
、「
オ
オ
カ
ミ
が
と
ぶ
ひ
」

（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
）で
、絵
本
デ
ビ
ュ

ー
。同
作
で
第
18
回
日
本
絵
本
賞
大
賞
、

「
て
つ
ぞ
う
は
ね
」（
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
）で

第
45
回
講
談
社
出
版
文
化
賞
絵
本
賞
、

「
ぼ
く
の
ふ
と
ん
は 

う
み
で
で
き
て
い

る
」（
あ
か
ね
書
房
）で
第
63
回
小
学
館

児
童
出
版
文
化
賞
を
受
賞
。

画
家
・
絵
本
作
家

坂
本
大
三
郎

ミ
ロ
コ
マ
チ
コ

手
づ
く
り
パ
ン

N
O

U
K

A

山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
は「
女
性
の
た
め

の
女
性
に
よ
る
農
業
」を
目
指
し
、村

山
市
で
野
菜
と
果
物
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。ふ
く
し
ま
し
ま
で
は
、旬
の
里

芋
を
つ
か
っ
た
山
形
名
物「
芋
煮
」を

た
っ
ぷ
り
。畑
で
の
収
穫
か
ら
調
理
ま

で
エ
ス
コ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

山
形

ガ
ー
ル
ズ
農
場

農
村
文
化
伝
承
の
家
・

そ
ば
匠

TIME TABLE

ABOUT
1

0
:0

0

1
0

:2
0

1
0

:3
0

1
1

:0
0

1
2

:0
0

1
3

:0
0

1
5

:0
0

1
5

:4
0

1
6

:0
0

終
了

お
わ
り
の
挨
拶

テ
ィ
ー
タ
イ
ム

「
焚
き
火
を
ま
っ
た
り
囲
ん
で
、
焼
き
林
檎
＆
ワ
イ
ン
」

ARTIST

FOOD

今
年
も
山
形
で
、
食×

ア
ー
ト
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

『
ふ
く
し
ま
し
ま
』
開
催
し
ま
す
！

※
2
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
約
1
時
間
の
入
替
制
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

坂
本
大
三
郎
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
カ
ミ
さ
ま
・
ホ
ト
ケ
さ
ま
を
彫
る
」

ミ
ロ
コ
マ
チ
コ
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ト
ナ
カ
イ
の
角
っ
て
ど
ん
な
の
？
」

芝
生
の
う
え
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ
ン
チ
。

み
ん
な
で
つ
く
っ
た
芋
煮
と
お
蕎
麦
を
い
た
だ
き
ま
す
。

N
O

U
K

A

の
屋
台
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン
！

「
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
焙
煎
＆
季
節
の
果
物
で
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

そ
ば
匠
に
そ
ば
打
ち
を
教
わ
る

「
家
族
で
そ
ば
打
ち
体
験
」

山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
の
畑
に
い
っ
て
み
よ
う

「
里
芋
の
収
穫
と
、
山
形
の
郷
土
料
理
〈
芋
煮
〉
づ
く
り
」

※タイムテーブル、ワークショップの内容・実施場所は、天候その他の事情により変更になることがあります。ご了承ください。


